
令和４年度 第１回三朝町子ども・子育て会議 会議録 

 

１ 日 時  令和４年８月３１日（水） 午後７時～午後７時５０分 

２ 場 所  第２会議室 

３ 出席者  以下敬称略 

【委 員】岩本祐輝、福田憲章、山涌加代子、向井由里子、松浦靖明、畠中浩子、 

藤原厚美、深田美鈴、松原万里子、布広覚、山中恵子、矢吹和美、 

熊谷裕子、山口良輔 

【事務局】岩山裕和（町民課子ども支援室室長） 

４ 欠席者  【委 員】寺坂大典、岩佐正巳 

 

開会：午後７時 

 

１ 開会（事務局） 

 

２ 挨拶（町民課長） 

 

３ 議事 

 【進行：事務局】 

(１) 会長及び副会長の互選について 

（資料１により本会議の位置づけと目的について事務局説明） 

  ・立候補を求めるが挙手するものなし 

  ・会長及び副会長の候補について事務局への一任により、会長に前会長の布広委員、副会長

に同じく前副会長の松原委員を提案 

   ⇒全委員の拍手により承認された。 

  ・会長に布広覚さん、副会長に松原万里子さんを決定した。 

 【進行：会長】 

 (２) 子ども・子育て支援事業計画の進行管理表について（Ｒ３実績） 

（資料２及び３により事務局説明） 

会長：⑦の倉吉市に委託している事業ということで具体的には、どこの施設か説明をお願い

します。 

  事務：病児に関しては、倉吉市が敬仁会に委託して、厚生病院の中でやっております。 

また、病後児の方は、倉吉市が野島病院に委託をしてやっております。他の四町につ

きましては、定住自立圏形成協定というものがあり、中核となる倉吉市が、体制を整

備して、それぞれ協定を結んで利用するという形になっています。 

会長：琴浦の方も倉吉市に行くわけですか。 

事務：実績からいくと、琴浦町の方はちょっと実績が少ないですけど、病児については西部

の方の施設の利用や、病後児につきましては町内の民間の保育所の方で、受け入れを

されております。 



 

委員：いわゆる子育てするなら三朝町っていう、この三朝町の特徴のある事業ってこの中で

何でしょうかっていうか、他の町村がやっていない事業があるのか他の町村もやって

いて三朝町もやっているのか、そのあたりの、他町村とのいわゆる差別化というもの

の有無をお聞かせください。 

事務：基本的にこちらの方（進行管理表）に載せている事業というのは、どこでも実施して

いる事業です。三朝町独自の事業については、支援事業計画の第５章のところに、掲

載していますが…。 

町民課長：（計画の）40 ページの一番上の不妊治療費助成事業については、県下どこもやって

いますが、三朝町は、助成内容についても、他市町よりも、金額は多いですし、回数と

か年齢に制限を設けていないので、これについては他市町よりも、充実はしているの

かなというふうに思っています。 

事務：細かな事業になりますが出生届の時に、お祝い品としてゴミ袋を渡したり、今年度は

ミササラドンが刺しゅうされた赤ちゃんの用品を贈呈したりとか、そういったことも

しています。 

三朝町が先駆けてやって、今横並びになっているというようなものもあり、特別医療

などは三朝町が先駆けて、対象年齢をどんどん、15 歳、18 歳というふうに、取り組み

をしてきて、県内がそれに追いついてきているというような状況もあります。 

会長：この管理表は国に報告するのでしたかね。 

事務：進行管理表は、国への報告はありませんが、計画については、計画値の見込みやその

確保の内容は、計画作成時と変更時に県に協議することになっています。また、国の

方からも、数値に関する調査があります。 

（３） 子ども・子育て支援事業計画の中間見直しについて 

（資料４及び５により事務局説明） 

  事務：中間見直しですが、実績について本会でいただきました意見や児童数の推計、社会情

勢等も踏まえて、必要な箇所の見直しをして、計画の見直し案を、また皆様の方で協

議していただくというところになります。 

大まかなスケジュールは、10 月に修正案の検討、12 月にパブリックコメントを実施し、

寄せられた御意見等について、またこちらの方で報告させていただき、必要に応じて

修正ということになります。 

最終版については、県に協議をかけて、議会に報告をして公表するというような流れ

になっています。 

見直しのポイントは、国の通知に基づくもののほか、現在の出生数の急激な現象に対

応した計画値や確保内容の見直しが中心となります。 

会長：次のステップとしては、事務局の案を作られるということでいいですか。 

事務：はい。児童数の推計値をもとにすると、現在の計画ではこのままだと過剰になってし

まいますので、そのあたりの調整を図りながら案を作らせていただきたいと思います。 

委員：いわゆるこの中間見直しっていうことはその計画値が変更になってくるっていうこと

になるわけですね。それに対して会議でそれが妥当かどうかっていうことを判断する



という認識でいいですか。 

事務：はい。 

 

４ その他 

 （小学校建設関係の現況について教育総務課長報告） 

 

閉会：午後７時５０分 


